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別記様式（第４条関係） 

会    議    録 

会 議 の 名 称 定例庁議  

開 催 日 時 

午前９時５６分から  

平成２８年８月１０日（水） 

午前１０時４８分まで  

開 催 場 所 市長公室 

出 席 者 

富岡市長、田中副市長、三好教育長、神田市長公室長、重岡

危機管理監、上野総務部長、内田市民環境部長、三田福祉部

長、薮塚健康づくり部長、澤田都市建設部長、橋本会計管理

者、佐藤水道部長、木村議会事務局長、嶋学校教育部長、島

村生涯学習部長、塩野監査委員事務局長  

 

（事務局）  

太田市長公室次長兼政策企画課長、関口同課主幹兼課長補佐、

同課政策企画係臼倉主任、稲葉市長公室参事兼秘書課長  

会 議 内 容 １ 平成２８年第３回朝霞市議会定例会提出議案について 

会 議 資 料 １ 平成２８年第３回朝霞市議会定例会提出議案 

会 議 録 の 

 

作 成 方 針 

□電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

□電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

■要点記録 

□電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こした

場合の当該電磁的記録の保存期間 

■会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法 

 出席者の確認及び事務局の決裁 

そ の 他 の 

必 要 事 項 
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審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

【市長あいさつ】 

 

【議題】 

１ 平成２８年第３回朝霞市議会定例会提出議案について 

 

［説明］ 

議案第７３号 平成２７年度朝霞市一般会計歳入歳出決算認定について 

（上野総務部長） 

平成２７年度の決算額は、歳入が、３９０億９，９２１万５，９３２円となり、歳出は、

３８０億２，４９９万４，１４３円で、歳入歳出差引残額は、１０億７，４２２万１，７

８９円となった。 

この残額から、継続費逓次繰越額、繰越明許費繰越額を差し引いた翌年度繰越額は、１

０億９３８万６，６０９円である。 

まず、歳入について、市税は、２１２億６，３５２万９，２３８円で、歳入総額の５４．

４パーセントを占めている。 

地方譲与税は、自動車重量譲与税などで、２億７１万６，００３円となり、地方消費税

交付金は、２０億４，３７０万２，０００円の交付となっている。 

地方交付税は、普通交付税３億３，９４２万円、特別交付税１億２，８０２万１，００

０円が交付されている。 

分担金及び負担金は、保育園入園児童保護者負担金などで、８億３，８４７万４，７９

６円となり、使用料及び手数料は、斎場、自転車等駐車場の使用料、一般廃棄物処理手数

料などで、７億４，１９０万９，８４２円となっている。 

国庫支出金は、児童手当交付金、生活保護費負担金や子ども・子育て支援交付金などで、

６３億６，０５８万６，８３１円となっている。 

県支出金は、障害者自立支援給付費負担金、児童手当負担金をはじめ、重度心身障害者

医療費支給事業補助金、個人県民税徴収委託金などで、２２億９，０３５万３４９円とな

っている。 

繰入金は、介護保険特別会計や財政調整基金の繰入金などで、１億７，３２４万９４６

円となっている。 

繰越金は、前年度からの繰越事業に係る分を含めて、９億４，７５２万９，４２９円と

なっている。 

諸収入は、学校給食費受入金や預託金の返還金などの貸付金収入のほか、資源ごみ売払

代金などで、１２億４，９８６万３，７３８円である。 

市債は、庁舎施設耐震化事業債、道路用地購入事業債、臨時財政対策債など１３件で、

１８億５，６５８万５，０００円の借入れとなっている。 

次に歳出について、議会費は、会議録調製委託料などで、２億８，２８７万７，９８３

円を支出し、総務費は、庁舎の耐震化工事や市民会館、市民センターなどに係る指定管理

料などで、５６億７，２２６万９，８４６円を支出している。 

民生費は、総合福祉センター、特別養護老人ホーム、放課後児童クラブなどに係る指定

管理料をはじめ、介護給付・訓練等給付費負担金や子どものための教育・保育給付負担金

などのほか、介護保険特別会計や国民健康保険特別会計への繰出金などで、１８５億５，
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９２８万３，８３６円となっている。 

衛生費は、各種個別予防接種、がん検診のほか、健康増進センターの指定管理料や、ご

み収集運搬委託料などで、２７億２，７２１万８，８４３円を支出し、農林水産業費は、

市民農園管理委託料などで、６，９９８万７，４１７円となっている。 

商工費は、プレミアム付商品券発行事業補助金や産業文化センターの指定管理料などで、

３億７，９２２万７，７６５円を支出している。 

土木費は、道路の修繕工事や自転車駐車場等の指定管理料などのほか、下水道事業特別

会計への繰出金などで、２４億２，４９８万２７１円となっている。 

消防費は、朝霞地区一部事務組合負担金や消防団の活動に係る経費などで、１３億９４

８万５円を支出している。 

教育費は、学校の給食賄材料費や内間木公民館の改修工事などで、３６億１５３万３，

５０７円となっている。 

公債費は、２９億９，６４６万５，３６２円を支出している。 

 以上が歳出の主なものであるが、この中には前年度からの繰越事業分も含まれている。 

 以上が、歳入歳出決算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第７４号 平成２７年度朝霞市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

（薮塚健康づくり部長） 

 平成２７年度の決算額は、歳入が、１４０億４，６９５万２，９１９円となり、歳出は、

１３８億１，７０３万７，０７０円で、歳入歳出差引残額は、２億２，９９１万５，８４

９円である。 

まず、歳入の主なものについて、国民健康保険税は、３２億４，４２１万４４円で、歳

入総額に占める割合は２３．１１パーセントである。 

 国庫支出金は、療養給付費等負担金などで、２７億９，５８６万１，３９０円となり、

前期高齢者交付金は、２３億６，１５０万３，８９２円が交付されている。 

 共同事業交付金は、保険財政共同安定化事業交付金などで、３２億２，５７５万９，８

８２円、繰入金は、一般会計繰入金で、１１億３，０８６万１，６１９円である。 

 歳入全体では、前年度と比較すると、１３．３４パーセントの増加となっている。 

 次に、歳出の主なものであるが、保険給付費は、療養給付事業や高額療養費支給事業な

どで、７８億３，９８１万９９１円となり、歳出総額に占める割合は、５６．７４パーセ

ントである。 

 後期高齢者支援金等は、後期高齢者支援事業などで、１７億１，４４２万３，１９５円、

介護納付金は、介護納付事業で、６億４，９３７万８，９９９円、共同事業拠出金は、保

険財政共同安定化事業拠出事業などで、３２億６，５４４万３，３３１円を支出している。 

保健事業費は、特定健康診査等事業などで、１億４，３９０万１６３円となっている。

歳出全体では、前年度と比較すると、１３．５８パーセントの増加となっている。 

以上が、歳入歳出決算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 
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議案第７５号 平成２７年度朝霞市朝霞都市計画下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

（澤田都市建設部長） 

 平成２７年度の決算額は、歳入が、２０億２，７６５万４，７７３円となり、歳出は、

１８億９，８７６万３，８４１円で、歳入歳出差引残額は、１億２，８８９万９３２円と

なり、翌年度繰越額は、１億２，８８９万９３２円である。 

 まず、歳入について、分担金及び負担金は、和光市及び新座市との協定に基づく公共下

水道相互利用の維持管理費負担金のほか、下水道事業受益者負担金などで、１，６８１万

３，３５６円となっている。 

 使用料及び手数料は、下水道使用料の現年度分及び滞納繰越分などで、８億８，９２２

万５，９９１円となっている。 

 国庫支出金は、社会資本整備総合交付金で、１億４，３１６万円となっており、繰入金

は、一般会計から４億８７８万６，０００円を繰り入れ、繰越金は、前年度繰越金で、３，

３９７万３，８５１円となっている。 

 諸収入は、水洗便所改造資金融資預託金返還金や消費税還付金などで、８２９万５，５

７５円となり、市債は、公共下水道事業債及び流域下水道事業債で、５億２，７４０万円

を財政融資資金から借り入れたものである。 

 次に、歳出について、下水道総務費の一般管理費で、職員人件費、料金徴収業務委託料

や事務経費などで、１億８，３０９万１，４０８円を支出した。 

 次に下水道事業費のうち、汚水維持管理費は、施設等修繕料、下水道台帳作成委託料な

どで、５，２５７万６，３４６円を支出し、雨水維持管理費は、施設等修繕料、田子山下

水路費負担金などで、５，４６６万３，３５０円を支出した。 

また、汚水建設費は、旧暫定逆線引き地区の汚水管工事などで、１億２，５５５万３０

２円を支出し、雨水建設費は、雨水管工事、雨水排水ポンプ用地購入費、止水板設置費補

助金などで、５億５，２４１万７，４８５円を支出した。 

流域下水道事業費は、荒川右岸流域下水道事業の維持管理負担金及び事業費負担金で、

６億１８３万８，９８６円を支出した。 公債費は、市債の元利償還金で、３億２，８６

２万５，９６４円を支出した。 なお、平成２７年度末における公共下水道の普及率は、

９７．４パーセントである。 

以上が、歳入歳出決算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第７６号 平成２７年度朝霞市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

（薮塚健康づくり部長） 

平成２７年度の決算額は、歳入が、５７億９，５３４万３，１４６円、歳出が、５６億

５９３万２，９０６円で、歳入歳出差引残額は、１億８，９４１万２４０円となった。 

まず、歳入について、保険料は、６５歳以上の第１号被保険者分として１３億８，１５

４万１，０２０円となっている。 

国庫支出金は、介護給付費負担金などで、１１億１，３９４万４，１１４円、支払基金

交付金は介護給付費交付金などで、１４億９，４１８万１，９５９円、県支出金は、介護

給付費負担金などで、８億１，７９３万９，５５８円、繰入金は、一般会計及び基金から

の繰入金を合わせ、８億２，５７８万３，１５５円である。 
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次に、歳出について、総務費は、賦課徴収事業や介護認定審査事業などで９，７２２万

２，６６４円である。 

保険給付費は、居宅介護等サービス給付費負担金や施設介護サービス給付費負担金など

で、保険給付費全体では、５２億４，７８７万３，３７９円となっている。 

地域支援事業費は、介護予防事業や、包括的支援事業・任意事業に係る委託料などで、

９，３８９万２，９９１円である。 

基金積立金は、介護保険保険給付費支払基金積立金などで、１億６８２万８，０７０円

である。 

以上が、歳入歳出決算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第７７号 平成２７年度朝霞市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

（薮塚健康づくり部長） 

 平成２７年度の決算額は、歳入が、１０億６，６０１万５５１円となり、歳出は、１０

億６，１９６万６，１２４円で、歳入歳出差引残額は、４０４万４，４２７円となった。 

 まず歳入について、後期高齢者医療保険料は、８億９，０６５万２，１４０円、繰入金

は、事務費繰入金と保険基盤安定繰入金で、１億６，４７２万１５６円、繰越金は、前年

度繰越金で、９３４万９，９８０円となっている。 

次に歳出について、総務費は、一般管理事務費と後期高齢者医療保険料の徴収事業で、

１，２７２万４，８４８円、後期高齢者医療広域連合納付金は、１０億４，２９９万３，

４４６円、諸支出金は、保険料還付金などで、６２４万７，８３０円を支出している。 

以上が、歳入歳出決算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第７８号 平成２７年度朝霞市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

（佐藤水道部長） 

はじめに、業務の状況について、平成２７年度末の給水人口は、１３万６，３２１人で、

前年度と比較すると、１，６１２人、１．２パーセントの増加となった。 

平成２７年度末の給水戸数は、６万２，３７０戸で、普及率は、１００パーセントであ

る。年間総給水量は、１，５１０万９５７立方メートルで、このうち県水受水量は、１，

０８１万５，７７２立方メートルで、受水率は、７１．６パーセントである。 

また、年間総有収水量は、１，３７０万７，９０９立方メートルで、前年度と比較して、

６，２６２立方メートルの減少となった。 

次に、平成２７年度の決算の概要について、まず、収益的収入及び支出について、収益

的収入の決算額は、２３億２１２万５，４９４円で、主なものは、収入総額の８０パーセ

ントを占める水道料金で、その他、水道利用加入金などである。 

収益的支出の決算額は、２０億５，２７８万２，３３７円で、主なものは、支出総額の

３５パーセントを占める県水受水費で、その他、職員人件費、委託料、修繕費、減価償却

費及び企業債利息などである。収益的収支の差引金額は、２億４，９３４万３，１５７円

となった。 
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次に、資本的収入及び支出について、資本的収入の決算額は、６億７，７８６万１，０

６０円で、主なものは、企業債で、６億７，０２０万円のほか、舗装復旧工事負担金、消

火栓設置工事負担金である。 

資本的支出の決算額は、１６億８，８２５万８３６円で、主なものは、建設改良費で、

水道施設耐震化事業のほか、老朽管更新及び水圧不足改善事業のための配水管布設替工事

などを実施した。企業債償還金は、財務省及び地方公共団体金融機構への元金償還金であ

る。なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する１０億１，０３８万９，７７６

円については、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘定留保

資金、減債積立金、建設改良積立金で補てんした。 

また、剰余金の処分については、当年度未処分利益剰余金のうち、４億５，０１３万９，

１４２円を資本金へ組み入れるとともに、今後の水道事業の運営に的確に対応していくた

め、減債積立金及び建設改良積立金に、それぞれ１億円を積み立てる案とした。 

以上が、剰余金の処分及び決算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第７９号 平成２８年度朝霞市一般会計補正予算第１号 

（上野総務部長） 

今回の補正額は、歳入歳出それぞれ、１３億５，８１８万４，０００円の増額で、これ

を含めた累計額は、３９６億８１８万４，０００円となっている。 

まず、歳入について、地方特例交付金は、交付額の確定により、６１７万６，０００円

増額している。 

地方交付税は、普通交付税の算定結果にともない、普通交付税を、１，１１２万６，０

００円減額している。 

国庫支出金は、社会資本整備総合交付金を内示にともない減額する一方、児童扶養手当

負担金を増額するほか、社会福祉法人が整備する保育園に係る保育所等整備交付金を新た

に計上することにより、４億６，５３０万円増額している。 

県支出金は、新たに、健康長寿サポーター事業補助金や消費者行政活性化補助金を計上

する一方、地域密着型サービス等整備助成事業費等補助金及び定期巡回・随時対応サービ

ス開始準備経費等支援事業補助金を減額することにより、４，９８２万１，０００円減額

している。 

財産収入は、新たに、テレビ埼玉株主配当金を計上し、４万２，０００円増額している。 

寄附金は、民生費指定寄附金など４件の指定寄附金の受け入れをしている。 

繰入金は、財政調整基金繰入金を増額するほか、介護保険特別会計などの決算による精

算金を繰り入れることにより、１，７９０万４，０００円増額している。 

繰越金は、平成２７年度決算にともない、前年度繰越金を５億５，９３８万６，０００

円増額している。 

諸収入は、国・県支出金過年度収入のほか、各種施設の指定管理料の精算金などを計上

し、２億３，９０１万３，０００円増額しております。市債は、臨時財政対策債を減額す

る一方、新たに社会福祉法人立保育園整備費補助事業債を計上するほか、観音通線用地購

入事業債などを増額することにより、１億３，０５９万円増額している。 

次に、歳出について、総務費は、市民会館及び斎場の空気調和設備の改修経費を計上す

るほか、平成２７年度決算による前年度繰越金を財政調整基金に積み立てることにより、
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５億４，６１５万９，０００円増額している。 

民生費は、２回の公募を実施したが、応募が無かったことから地域密着型サービス等助

成事業費等補助金などを減額する一方、平成２７年度実績額の確定により、介護保険特別

会計繰出金などを増額するほか、社会福祉法人が整備する保育園に係る社会福祉法人立保

育園整備事業補助金を新たに計上することなどにより、６億４，６３７万１，０００円増

額している。 

衛生費は、予防接種法施行令の改正にともなう各種個別予防接種委託料や健康増進セン

ターの施設改修に係る経費を増額するほか、リサイクルプラザの空気調和設備の改修経費

を新たに計上することなどにより、８，１３１万１，０００円増額している。 

土木費は、下水道事業特別会計繰出金を減額する一方、道路舗装工事や北朝霞陸橋の橋

梁改修工事に要する経費などを増額することなどにより、１，４７３万３，０００円増額

している。 

教育費は、博物館及び内間木公民館の空気調和設備の改修経費などを新たに計上するほ

か、重機借上料などを増額することにより、４，７８２万２，０００円増額している。 

公債費は、借入額の確定にともない、２，１７８万８，０００円増額している。 

次に、第２表地方債補正は、新たに社会福祉法人立保育園整備費補助事業を追加するほ

か、観音通線用地購入事業や臨時財政対策債など５件の地方債について、借入限度額の変

更を行うものである。 

以上が、今回の補正予算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第８０号 平成２８年度朝霞市国民健康保険特別会計補正予算第１号 

（薮塚健康づくり部長） 

今回の補正額は、歳入歳出それぞれ１億５，２１３万５，０００円の増額で、これを含

めた累計額は、１３８億７，９７７万６，０００円となっている。 

まず、歳入の主なものについて、国庫支出金は、歳出の介護納付金の増額にともない、

療養給付費等負担金を、１，７３０万８，０００円、及び、歳出の総務費の増額にともな

い、国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金を、９７万２，０００円増額している。 

県支出金は、国庫支出金と同様に、歳出の介護納付金の増額にともない、財政調整交付

金を、３８９万４，０００円増額している。 

繰越金は、平成２７年度決算額の確定により、１億２，９９１万５，０００円を増額し、

受け入れるものである。 

 次に、歳出について、総務費は、平成３０年度からの国民健康保険広域化にともなう、

電算システム改修費用として、一般管理事務費を９７万２，０００円増額している。 

介護納付金は、社会保険診療報酬支払基金からの支払額決定通知に基づき、５，４０８

万７，０００円増額している。 

基金積立金は、平成２７年度決算の確定により、保険給付費支払基金等積立事業を４，

３１４万８，０００円増額している。 

諸支出金については、実績にともなう療養給付費等負担金返還金などの償還金で、５，

３９２万８，０００円を増額するものである。 

以上が、今回の補正予算の概要である。 

［質疑等］ 
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 なし 

 

議案第８１号 平成２８年度朝霞市 朝霞都市計画下水道事業 特別会計補正予算第１号 

（澤田都市建設部長） 

今回の補正は、平成２７年度決算にともない、前年度繰越金を１億８８９万円増額し、

一般会計からの繰入金を１億８８９万円減額するものであるので、歳入歳出予算の総額に

ついての増減はない。 

 以上が、今回の補正予算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第８２号 平成２８年度朝霞市介護保険特別会計補正予算第２号 

（薮塚健康づくり部長） 

今回の補正額は、歳入歳出それぞれ２億４，３９３万９，０００円の増額で、これを含

めた累計額は、６１億４，２３８万４，０００円となっている。 

今回の補正予算の歳入歳出については、生活支援体制整備事業の拡充を図るほか、平成

２７年度決算の確定にともなう精算を行うものである。 

まず、歳入について、国庫支出金は、地域支援事業交付金を２０５万１，０００円増額

するものである。 

支払基金交付金は、介護給付費交付金を６８３万５，０００円増額するものである。 

県支出金は、地域支援事業交付金を１０２万６，０００円増額するものである。 

繰入金は介護給付費繰入金を増額することなどにより、４，４６１万８，０００円増額

するものである。 

繰越金は前年度繰越金として、１億８，９４０万９，０００円増額するものである。 

次に、歳出の主なものについて、地域支援事業費は、生活支援体制整備に要する費用と

して、包括的支援事業・任意事業費を５２６万４，０００円増額するものである。 

基金積立金は、介護保険保険給付費支払基金積立金を１億５，２７３万８，０００円増

額するものである。諸支出金は、平成２７年度決算の確定にともない、国、県、支払基金

への返還金及び一般会計繰出金で、８，５１２万３，０００円を増額するものである。 

以上が、今回の補正予算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第８３号 平成２８年度朝霞市後期高齢者医療特別会計補正予算第１号 

（薮塚健康づくり部長） 

今回の補正額は、歳入歳出それぞれ４０４万３，０００円の増額で、これを含めた累計

額は、１１億８，２３０万９，０００円となっている。 

まず、歳入について、繰越金は、平成２７年度決算額の確定により、前年度繰越金とし

て、４０４万３，０００円を増額するものである。 

次に、歳出について、後期高齢者医療広域連合納付金は、平成２７年度の出納整理期間

分の後期高齢者医療保険料として、２９１万２，０００円を、諸支出金は、一般会計繰出

金として、１１３万１，０００円を増額するものである。 
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以上が、今回の補正予算の概要である。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第８４号 朝霞市印鑑条例の一部を改正する条例 

（内田市民環境部長） 

改正内容につきましては、コンビニエンスストアに設置してあるキオスク端末機からマ

イナンバーカードを使用して印鑑登録証明書の交付を行うために必要な条項を追加するも

のである。また、住民基本台帳カードを使用した証明書自動交付機による印鑑登録証明書

の交付を廃止するため、関係条項を削除するものである。 

なお、これらの改正のうち、マイナンバーカードを使用したキオスク端末機による印鑑

登録証明書の交付に係る条項の追加は、平成２９年２月１日から、住民基本台帳カードを

使用した証明書自動交付機による印鑑登録証明書の交付に係る条項の削除は、平成２９年

４月１日から施行したいと考えている。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第８５号 朝霞市総合福祉センター設置及び管理条例の一部を改正する条例 

（三田福祉部長） 

 改正内容については、平成１２年の開所以来、朝霞市総合福祉センターにおいて、障害

のある方や高齢者に関わる事業を実施してきたが、サービス提供者として多くの民間事業

者が参入し、提供体制が整ってきたことから、今後、市として提供する必要性の高い事業

に移行・拡充することとしたものである。 

なお、これらの改正のうち、第１条中第３条第６号及び第７条第２項第４号の改正につ

いては、公布の日から、その他の部分の改正については、平成２９年４月１日から、また、

第２条の改正については、平成３０年４月１日から施行したいと考えている。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第８６号 朝霞市特別養護老人ホーム設置及び管理条例の一部を改正する条例 

（薮塚健康づくり部長） 

改正内容については、本市が設置している、特別養護老人ホーム朝光苑で実施している、

短期入所事業に関して、新たに空床を利用し、障害のある方を受け入れるための改正を行

うものである。 

なお、この改正のうち、第３条第４号及び第５条第１号の改正については、公布の日か

ら、その他の部分の改正については、平成２９年４月１日から施行したいと考えている。 

［質疑等］ 

 なし 
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議案第８７号 朝霞市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部を改正する条例 

（内田市民環境部長） 

改正内容については、ごみ焼却処理施設の建設事業にともなう生活環境影響調査結果の

縦覧手続等を定めるため、必要な改正を行うものである。 

なお、この改正については、公布の日から施行したいと考えている。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第８８号 朝霞市住民基本台帳カードの利用に関する条例を廃止する条例 

（内田市民環境部長） 

内容については、住民基本台帳カードを使用した証明書自動交付機による住民票の写し

及び印鑑登録証明書の交付を平成２９年３月３１日をもって終了することにともない、住

民基本台帳カードの本市独自の利用を廃止したいため、提案するものである。 

なお、この廃止については、平成２９年４月１日から施行したいと考えている。 

［質疑等］ 

 なし 

 

議案第８９号 負担付き寄附を受けることについて 

（内田市民環境部長） 

本議案は、丸沼芸術の森主宰須崎勝茂氏と本市との間で締結した「物品の寄附に関する

覚書」に基づき、山形県東根市に譲与すること等を条件として、本市で絵画１点の寄附を

受けるためのものである。 

［質疑等］ 

 なし 

 

【結果】 

原案のとおり決定する。 

 

【閉会】 

 

 

 

 

 

 

 


